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Research Summary 

・粗視化モデルを用いた MD 計算により分子モーターKIF1A の微小管上の 1 次元ブラウン

運動と運動に一方向性が生じる物理機構とチューブリン C 末領域の寄与を解明した。 

・新規に構造解析されたヘム前駆体合成酵素の全原子モデル MD 計算を行い、連続的なオ

リゴピロール合成機構と静電相互作用の関与を示した。 

・新規に構造解析された非リボソーム分子機械の全原子モデル MD 計算を行い、連続的な

オリゴペプチド合成機構と静電相互作用の関与を示した。 

・アクチンフィラメントの重合・脱重合機構と制御機構に関わる圧電アロステリーおよ

び誘電アロステリーを解析した。 


